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　〝
核
の
ゴ
ミ
〟レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
４
・
ま
ず「
使
用
済
み
核
燃
料
を
ど
う
管
理
す
る
か
」を
考
え
よ
う

「
暫
定
保
管
」か「
地
層
処
分
」か

い
ま
、
日
本
に
問
わ
れ
る
選
択
肢

〝
よ
り
ベ
タ
ー
な
方
法
〟を
国
民
議
論
で
導
き
だ
せ

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
地
下
３
５
０
メ
ー
ト
ル
坑
道
で〝
核
の
ゴ

ミ
〟処
分
技
術
の
実
証
試
験
が
本
格
化
し
た
が
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構（
原
子
力
機
構
）の
閉
鎖
的
な
体
質
を
物
語
る
地
元
対
応
は
一
昔
前
と

な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
。
経
済
産
業
省
は
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

の
部
会
で
最
終
処
分
地
の
絞
り
込
み
に
向
け
た
作
業
を
10
月
か
ら
始
め
る
。

し
か
し
、
自
分
の
町
に〝
核
の
ゴ
ミ
〟施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
へ
の
反
発

は
必
至
で
、
立
地
は
難
し
い
。
最
終
処
分
の
見
通
し
は
立
た
ず
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
状
態
で「
暫
定
保
管
」せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の「
総
量
管
理
」や「
９
電
力
管
内
で
の
暫
定
保

管
施
設
の
設
置
」を
盛
っ
た
日
本
学
術
会
議
の
提
言
な
ど
を
踏
ま
え
、
よ

り
ま
し
な
道
を
探
る
べ
き
だ
。 　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川
康
治
）

幌延深地層研究センターの地下 350 メートル坑道。昨
年、掘削中に断層にぶつかり、地下水やメタンガスが
噴出し、作業が中断した。今はブルーシートで壁面を
覆い、パイプを使って地下水を両脇の溝に導く
　　　　　　　　　　　　　　　　　（９月 24日撮影）
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を
説
明
し
た
。
９
月
中
の
策
定
を
め
ざ
し

た「
原
子
力
機
構
改
革
」の
一
環
。「
地
元
自

治
体
へ
の
説
明
を
実
施
し
、
意
見
を
踏
ま

え
て
、
最
終
的
な
報
告
書
と
し
て
取
り
ま

と
め
る
」（
同
機
構
）は
ず
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
地
元
軽
視
が
く
り
返
さ
れ
る
。

道
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
の
話
は
こ
う
だ
。

　

連
休
明
け
の
同
16
日
、「
明
日
、
幌
延
町

へ
今
後
の
研
究
計
画
を
示
す
。
翌
日
、
道

に
説
明
し
た
い
」と
の
連
絡
が
機
構
側
か

ら
入
る
。
道
議
会
開
催
中
で
多
忙
の
た
め
、

18
日
の
昼
休
み
に
受
け
る
こ
と
に
。
当
日

は
、
辻
泰
弘
経
済
部
長
ら
が
説
明
を
聞
き
、

20
分
ほ
ど
で
終
わ
っ
た
─
─
。

　

わ
た
し
は
16
日
午
前
、
茨
城
県
東
海
村

の
原
子
力
機
構
に
電
話
し
、
説
明
の
日
程

を
尋
ね
て
い
た
。「
９
月
中
に
行
な
う
が
、

日
程
は
未
定
」と
担
当
者
。
な
ん
の
こ
と

は
な
い
、
そ
の
時
点
で
来
道
は
決
ま
っ
て

い
た
の
だ
。
秘
密
主
義
と
嘘
を
つ
く
体
質

は
、
前
身
の
動
燃
時
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
国
民
不
在
の
組
織
が〝
核
の
ゴ

ミ
〟の
最
終
処
分
と
い
う
大
事
業
の
一
翼

を
担
っ
て
い
い
の
か
。
す
こ
ぶ
る
疑
問
だ
。

　

日
本
で
は
、
原
発
か
ら
発
生
す
る
使
用

済
み
核
燃
料
を
再
処
理
し
た
後
に
残
る
廃

　

９
月
下
旬
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
の
地
下
３
５
０
メ
ー
ト
ル
地
点
に
設

け
た
調
査
坑
道
で
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の

職
員
ら
が
ボ
ー
リ
ン
グ
や
調
査
機
器
の
設

置
作
業
を
進
め
て
い
た
。
ひ
ん
や
り
し
た

秋
風
が
吹
く
外
と
は
対
照
的
に
、
坑
道
内

は
蒸
し
暑
く
、
汗
が
に
じ
ん
で
く
る
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
似
せ
た

「
模
擬
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
」を
１
本

埋
め
、
内
部
か
ら
ヒ
ー
タ
ー
で
加

熱
し
、
ま
わ
り
の
岩
盤
の
変
化
を

調
べ
る「
人
工
バ
リ
ア
性
能
確
認

試
験
」が
こ
の
夏
か
ら
始
ま
っ
た
。

埋
設
作
業
は
も
う
す
ぐ
終
わ
る
。

「
デ
ー
タ
収
集
は
５
年
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
」と
、同
セ
ン
タ
ー

研
究
計
画
調
整
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
の
茂
田
直
孝
さ
ん
。

　

分
厚
い
炭
素
鋼
で
で
き
た
、
直

径
82
セ
ン
チ
、
高
さ
が
人
の
背
丈

ほ
ど
の
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
は
、
東

京
都
下
の
町
工
場
で
造
っ
た
。
国

内
で
は
、
ま
だ
２
、
３
本
し
か
製

造
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。

　

政
府
は
、
今
か
ら
約
20
年
後
に

〝
核
の
ゴ
ミ
〟地
下
処
分
場
の
操
業

を
始
め
る
構
想
を
描
く
。
地
下
３
０
０

メ
ー
ト
ル
以
深
に
建
設
す
る
処
分
場
は
、

数
キ
ロ
四
方
の
広
さ
を
持
ち
、
数
万
本
の

廃
棄
物
を
埋
め
る
坑
道
の
総
延
長
は
数
１

０
０
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
、
と
の
青
写
真
は

あ
る
。

　

だ
が
、
国
内
で
唯
一
、「
処
分
技
術
の
実

証
」を
手
が
け
る
幌
延
で
は
、
本
格
試
験

が
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
。
地
層
処
分
と

い
う
概
念
に
、
少
し
ば
か
り
技
術
的
な
肉

付
け
を
し
た
段
階
に
す
ぎ
な
い
。

　

研
究
期
間
は
20
年
程
度
。
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構（
原
子
力
機
構
）の
野
村
茂

雄
理
事
の「
終
了
後
、
坑
道
を
埋
め
戻
す

の
は
も
っ
た
い
な
い
」発
言
で
住
民
の
反

発
を
買
っ
た（
７
月
号
を
参
照
）。
な
し
崩

し
的
な
期
間
延
長
や
、
３
者
協
定
に
明
記

さ
れ
た「
地
下
施
設
を
埋
め
戻
す
」の
約
束

を
破
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

８
月
上
旬
、
幌
延
町
内
で
開
か
れ
た
深

地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
報
告
会
。

「
な
ぜ
研
究
を
続
け
る
の
が
悪
い
の
か
」

「
…
20
年
経
っ
た
か
ら
研
究
が
中
途
半
端

で
も
終
わ
ら
せ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
方
、

挙
手
の
う
え
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」

　

と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
野
崎
雅
弘
副
所
長

が
、
80
人
ほ
ど
の
参
加
者
に
期
間
延
長
へ

誘
導
す
る
か
の
よ
う
な
発
言
。
挙
手
ま
で

求
め
る
と
は
尋
常
で
は
な
い
。

　

こ
の
発
言
を
問
題
視
し
た
住
民
団
体
は
、

協
定
当
事
者
の
道
に
対
し
、
原
子
力
機
構

を
指
導
す
る
よ
う
求
め
た
。
道
は
９
月
中

旬
、
協
定
を
順
守
し
、
住
民
と
の
信
頼
関

係
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
口
頭
で

機
構
側
に
要
請
し
て
い
る
。

　

９
月
18
日
、
道
庁
を
訪
れ
た
原
子
力
機

構
の
野
村
理
事
ら
は
、
今
後
の
研
究
計
画

2014. 11 .

実
証
試
験
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

処
分
技
術
の
確
立
に
難
題
山
積

く
り
返
さ
れ
た
地
元
軽
視
と

変
わ
ら
な
い
秘
密
主
義
の
体
質

核
ゴ
ミ
処
分
は
泊
原
発
と
直
結

各
道
民
に
も
あ
る「
世
代
責
任
」

■“核のゴミ”レポートPART4

原子力機構の報告会での「挙手問題」などをめぐり、道の担当者に要請する道北の
住民団体メンバー（９月 12日、道庁別館で）
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液
と
ガ
ラ
ス
固
化
体
だ
け
を
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

世
界
の
多
く
の
国
で
は
使
用
済
み
燃
料
そ

の
も
の
を
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
す

る
の
が
一
般
的
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
使

用
済
み
燃
料
や
廃
炉
に
伴
う
廃
棄
物
な
ど

も
含
め
、〝
核
の
ゴ
ミ
〟と
記
し
て
き
た
。

　

国
内
に
あ
る
使
用
済
み
核
燃
料
の
量
は
、

少
な
く
と
も
１
万
７
千
ト
ン
以
上
に
上
る

（
ウ
ラ
ン
換
算
・
12
年
９
月
末
現
在
）。
東

京
電
力
の
柏
崎
刈
羽
原
発
が
最
も
多
く
、

福
島
第
１
原
発
、
大
飯
原
発
と
続
く
。
ほ

と
ん
ど
を
原
子
炉
建
屋
内
の
燃
料
プ
ー
ル

で
貯
蔵
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
占
有
率

は
80
％
を
超
え
る
。

　

今
は「
原
発
ゼ
ロ
」な
の
で
貯
蔵
量
は
増

え
な
い
が
、
原
発
を
再
稼
働
す
れ
ば
一
変

す
る
。「
核
燃
料
プ
ー
ル
数
年
で
満
杯 

６

割
が
運
転
不
可
」（
12
年
９
月
４
日
付
け

『
東
京
新
聞
』）の
状
態
に
な
る
。

　

泊
原
発
で
は
、
管
理
容
量
の
約
40
％
に

相
当
す
る
４
０
０
ト
ン
が
貯
蔵
さ
れ
て
い

る
。
再
稼
働
す
る
と
、
１
・
２
号
機
は
６

年
未
満
、
後
発
の
３
号
機
で
も
10
数
年
で
、

プ
ー
ル
が
満
杯
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

泊
原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
一
部
は

青
森
県
六
ヶ
所
村
に
搬
出
さ
れ
た
。
だ
が
、

そ
の
六
ヶ
所
の
貯
蔵
施
設
も
ほ
ぼ
満
杯
状

態
だ
。
再
処
理
工
場
は
竣
工
の
延
期
が
く

り
返
さ
れ
、
す
で
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
路

線
は
破
綻
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

道
民
の
な
か
に
は
、「〝
核
の
ゴ
ミ
〟は
幌

延
の
問
題
だ
ろ
う
」と
勘
違
い
し
て
い
る

人
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
違
う
。
ゴ
ミ
の

発
生
源
を
た
ど
れ
ば
、
原
発
の
使
用
済
み

燃
料
の
問
題
に
行
き
着
く
。

　

原
発
に
は
、
発
電
に
直
接
必
要
な
コ
ス

ト
だ
け
で
な
く
、
核
燃
料
を
使
っ
た
後
に

発
生
す
る
コ
ス
ト
が
あ
る
。「
バ
ッ
ク
エ
ン

ド
費
用
」と
呼
ば
れ
、
再
処
理
や
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
費
用
な
ど
を
含
む
。
こ
れ

ら
の
費
用
は
、
電
気
料
金
に
含
め
て
徴
収

す
る
制
度
が
で
き
て
お
り
、
９
電
力
か
ら

電
気
を
購
入
す
る
人
は
、
毎
月
支
払
う
。

　

だ
か
ら
、「
自
分
は
原
発
に
反
対
し
て
き

た
か
ら
、〝
核
の
ゴ
ミ
〟の
後
始
末
は
事
業

者
や
国
が
考
え
れ
ば
い
い
話
」と
は
な
ら

な
い
。
原
子
力
政
策
の
過
ち
に
加
担
し
て

し
ま
っ
た
世
代
責
任
は
あ
る
。「
使
用
済
み

核
燃
料
を
ど
う
す
る
の
か
」を
考
え
、
よ

り
ま
し
な
後
始
末
対
策
を
追
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

原
子
力
委
員
会
に
よ
っ
て
、
地
層
処
分

の
道
筋
が
正
式
に
示
さ
れ
た
の
は
１
９
８

０
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
４
段
階
の
調
査
な

ど
を
へ
て
、
２
０
１
５
年
こ
ろ
に「
試
験

的
処
分
」を
実
施
す
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
に
は「
特
定
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」が
成
立

し
、
処
分
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て「
原

子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
」（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）

が
設
立
さ
れ
た
。
事
前
調
査
に
応
じ
る
自

治
体
に
電
源
３
法
交
付
金
か
ら
年
間
数
10

億
円
を
交
付
す
る
利
益
誘
導
の
手
法
を
採

用
し
、
02
年
か
ら
公
募
を
始
め
た
。

　

だ
が
、
処
分
候
補
地
の
選
定
は
進
ま
ず
、

建
設
の
目
処
は
つ
か
な
い
。
07
年
、
国
内

で
唯
一
、
事
前
調
査
に
名
乗
り
を
あ
げ
た

高
知
県
東
洋
町
の
町
長
は
、
県
知
事
や
住

民
の
反
対
に
遭
い
、
町
長
選
で
落
選
。
全

国
15
ほ
ど
の
町
で
応
募
を
模
索
す
る
動
き

も
あ
っ
た
が
、
ど
こ
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

政
府
は
昨
年
12
月
、
最
終
処
分
地
の
選

定
に
つ
い
て
、
国
の
主
導
で
複
数
の
候
補

地
を
提
示
し
、
自
治
体
に
申
し
入
れ
る
新

方
式
を
決
め
た
。
小
泉
純
一
郎
元
首
相
の

「
脱
原
発
宣
言
」に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
安

倍
政
権
が
、
処
分
対
策
の
積
極
姿
勢
を
印

象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

９
月
30
日
、
経
済
産
業
省
は
次
の
よ
う

な「
今
後
の
進
め
方
」を
示
し
た
。

①
審
議
会
で
最
終
処
分
に
向
け
た
具
体
的

　
な
要
件
や
基
準
な
ど
を
検
討
す
る

②
全
国
知
事
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
国
か

　
ら
都
道
府
県
や
市
町
村
に
情
報
を
提
供

　
し
、
対
話
を
重
ね
て
い
く

　

今
後
、
処
分
場
の「
科
学
的
有
望
地
」を

選
定（
マ
ッ
ピ
ン
グ
）す
る
と
い
う
が
、
い

き
な
り
具
体
的
な
市
町
村
名
を
挙
げ
る
と
、

「
な
ぜ
、
そ
の
町
な
の
か
」と
い
う
説
明
責

任
が
生
じ
る
。「
庭
先
を
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場

簡
単
で
は
な
い
処
分
地
の
選
定

知
事
は
自
身
の
考
え
方
を
示
せ

処分地選定問題で高橋知事は市町村に対応を丸投げする答弁に終始した（６月 20日、道議会で）
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■“核のゴミ”レポートPART4

　
不
確
実
性
が
大
き
い

④
地
下
水
の
流
動
特
性
に
つ
い
て
、
デ
ー

　
タ
を
恣
意
的
に
扱
っ
て
い
る

　

な
ど
と
指
摘
し
た
。
核
燃
機
構
は
科
学

雑
誌
に
反
論
を
寄
せ
た
り
し
た
が
、
議
論

は
並
行
線
を
た
ど
っ
た
。

　

一
昨
年
、
日
本
学
術
会
議
は
原
子
力
委

員
会
に
対
し
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の「
総
量
管
理
」と「
暫
定
保
管
」を
柱
に
、

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
回
答
書

を
提
出
し
て
い
る
。
膠
着
状
態
に
一
石
を

投
じ
る
提
案
で
あ
っ
た
。

に
は
さ
せ
な
い
！
」と
反
対
運
動
も
広
が

る
。「
マ
ッ
プ
」は
、
広
域
的
な
も
の
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

検
討
作
業
を
経
て
、「
申
し
入
れ
」を
す

る
の
は
、
来
年
以
降
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
住
民
の
反
対
で
振
り
出
し
に
戻
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
合
意
形
成
は
そ
う
簡
単

に
は
進
ま
な
い
だ
ろ
う
。

　

北
海
道
に
は「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の

持
ち
込
み
は
受
け
入
れ
が
た
い
」と
宣
言

し
た
道
条
例
が
あ
る
が
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
、

「
道
内
も
処
分
候
補
地
に
な
り
う
る
」と
の

見
解
を
変
え
て
い
な
い
。

　

経
産
省
出
身
の
高
橋
は
る
み
知
事
は
、

「
市
町
村
に
お
い
て
も
、
文
献
調
査
を
含

め
こ
の
条
例
を
順
守
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
理
解
促
進
に

努
め
て
ま
い
る
」と
、
対
応
を
市
町
村
に

丸
投
げ
す
る
議
会
答
弁
を
く
り
返
す
だ
け

で
、
自
身
の
考
え
を
語
ら
な
い（
８
月
号

参
照
）。
泊
原
発
の
運
転
を
容
認
し
て
き

た
自
治
体
の
ト
ッ
プ
が
見
識
を
示
せ
な
い

よ
う
で
は
、
北
海
道
の
将
来
は
暗
い
。

　

地
層
処
分
そ
の
も
の
に
も
不
確
実
性
が

つ
き
ま
と
う
。
冒
頭
の
幌
延
の
状
況
で
も

分
か
る
よ
う
に
、
廃
棄
物
の
埋
設
技
術
は

開
発
途
上
で
、
長
距
離
の
坑
道
を

本
当
に
維
持
で
き
る
の
か
…
と
、

難
題
だ
ら
け
だ
。

「
日
本
で
も
地
層
処
分
は
可
能
」と

の
見
方
も
あ
る
が
、
わ
た
し
は
懐

疑
的
だ
。

　

埋
設
前
に
坑
道
が
壊
れ
た
り
、

事
故
で
放
射
性
物
質
が
漏
れ
だ
す

可
能
性
も
あ
る
。
今
年
２
月
、
核

兵
器
開
発
で
生
じ
た
廃
棄
物
を
地

下
で
埋
設
し
て
い
る
米
国
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
の
施
設
で
放
射
線
量

の
上
昇
が
あ
り
、
地
上
で
も
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
。
埋
設
前

に
起
き
た
事
故
と
い
う
。

　

東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
原
子
力

資
料
情
報
室
な
ど
で
つ
く
る
研
究

グ
ル
ー
プ
は
14
年
前
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

開
発
機
構（
現
・
原
子
力
機
構
）が
ま
と
め

た
地
層
処
分
の
技
術
報
告
書
に
対
し
、
批

判
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
。

①
日
本
列
島
で
地
震
の
影
響
を
免
れ
る
場

　
所
を
高
い
信
頼
度
で
選
定
す
る
の
は
、

　
ほ
と
ん
ど
不
可
能

②
埋
設
作
業
を
無
人
化
・
自
動
化
す
る
イ

　
メ
ー
ジ
図
は
、
故
障
時
の
対
応
の
検
討

　
す
ら
で
き
て
い
な
い

③
長
期
に
わ
た
る
金
属
容
器
の
腐
食
や
緩

　
衝
材
の
健
全
性
は
実
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、

　

同
会
議
は
、
社
会
科
学
と
技
術
の
両
委

員
会
で
議
論
を
重
ね
、
９
月
19
日
、
次
の

提
案
を
盛
っ
た
報
告
書
を
発
表
し
た
。

①
９
電
力
会
社
ご
と
に
使
用
済
み
燃
料
な

　
ど
の
暫
定
保
管
施
設
を
建
設
す
る

②
保
管
期
間
は
１
世
代（
30
年
）を
一
区
切

　
り
に
判
断
す
る

③
暫
定
保
管
施
設
の
確
保
を
あ
い
ま
い
に

　
し
た
原
発
の
再
稼
働
は
容
認
で
き
な
い

　

電
力
会
社
に
は
発
生
者
責
任
が
あ
り
、

ひ
と
つ
の
地
域
に
ゴ
ミ
だ
け
を
押
し
つ
け

る
こ
と
は「
地
域
間
の
公
平
性
」に
反
す
る
、

と
の
見
方
に
基
づ
く
提
言
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
金
属
容
器
に
入
れ
た
使

用
済
み
燃
料
を
地
上
で
保
管
す
る「
乾
式

貯
蔵
方
式
」を
有
力
視
。
施
設
の
設
置
場

所
と
し
て
、「
原
発
」「
再
処
理
工
場
」「
独
立

し
た
立
地
点
」「
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
分

場
」の
４
つ
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技

術
的
な
可
能
性
な
ど
も
探
っ
た（
報
告
書

は
同
会
議
の
Ｈ
Ｐ
で
読
め
る
）。

　

こ
れ
は
、
北
海
道
で
発
生
し
た〝
核
の

ゴ
ミ
〟は
道
内
で
暫
定
保
管
し
、
よ
り
良

い
処
分
方
法
に
向
け
た
合
意
形
成
を
図
ろ

ろ
う
─
─
と
い
う
提
案
で
も
あ
る
。「
原
子

力
の
負
の
遺
産
を
ど
う
す
る
か
」を
め
ぐ

り
、
北
電
や
道
、
市
町
村
、
一
人
ひ
と
り

の
道
民
が
ま
じ
め
に
考
え
、
速
や
か
に
議

論
を
始
め
る
と
き
で
は
な
い
か
。

福島第１原発の使用済み核燃料乾式貯蔵施設は「３・11」大震災で津波に
襲われたが、金属容器の中は無傷だった（東京電力のＨＰから）

不
確
定
要
素
が
多
い
地
層
処
分

学
術
会
議
は
暫
定
保
管
を
提
案

※「現実的な選択肢は地層処分しかない」と主張する火山学者・高橋正樹さん（日本大学教授）の見方を
　次ページ以降に紹介する。先月号の故・舩橋さん講演録の内容と対比しつつ、ご一読ください。
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く
よ
う
な
こ
と
に
は
絶
対
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
０
年
に
地
層
処
分
場
を
避
け
る
法

定
要
件
と
し
て
、
①
火
山
活
動
の
あ
る
地
域 

②
隆
起
活
動
の
著
し
い
地
域 

③
活
断
層
の
あ

る
場
所 

④
地
下
資
源
の
あ
る
場
所
─
─
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
新
た
に

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
活
断
層
に
つ
い
て
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、
活
断
層
の

有
無
は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
議
論
で
は
な
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
下
処
分
場
が
活
断
層
で

破
壊
さ
れ
て
も
そ
れ
自
体
は
問
題
で
は
な
く
、

放
射
性
物
質
が
地
下
水
に
溶
け
込
ん
で
地
表
に

ま
で
到
達
す
る
か
ど
う
か
が
鍵
で
す
。
重
要
な

の
は
、
活
断
層
そ
の
も
の
よ
り
も
地
下
水
の
流

動
の
問
題
な
の
で
す
。

　

日
本
列
島
は
地
震
が
多
く
、
火
山
も
多
い
。

大
変
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
日

本
列
島
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
帯
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。（
プ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
）絶
え
ず
押
さ
れ
て

い
る
の
で
、
常
に
ど
こ
か
で
地
震
が
起
き
ま
す
。

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
は
形
成
年
代
が
古
く
、
地
球

内
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
て
い
ま
す
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
は
新
し
く
到
達
深
度

も
浅
い
。

　

日
本
で
は
活
断
層
の
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ

　

わ
た
し
は
原
子
力
の
専
門
家
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
層
処
分
に
ふ
さ
わ
し
い
地

質
環
境
の
長
期
安
定
性
の
問
題
に
地
質
学

の
立
場
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
人
類
は

究
極
的
に
は
核
兵
器
と
原
子
力
の
利
用
を

放
棄
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
す
が
、

現
実
問
題
と
し
て
た
だ
ち
に
核
兵
器
や
原

発
を
廃
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
意

味
で
は
穏
健
な
脱
原
発
派
と
い
え
ま
す
が
、

地
層
処
分
は
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

核
分
裂
反
応
を
起
こ
す
原
子
炉
と
核
爆

弾
は
基
本
的
に
同
じ
も
の
で
す
が
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）は

核
分
裂
反
応
を
起
こ
し
ま
せ
ん
。
最
初
は

高
い
放
射
線
量
や
熱
量
も
、
時
間
が
経
つ

と
必
ず
減
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
危
険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
人
間
環
境
か
ら

の
隔
離
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
数
万
年

か
ら
数
10
万
年
の
超
長
期
に
わ
た
る
こ
と

が
問
題
で
す
。
残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
長

期
に
わ
た
っ
て
人
間
の
力
で
管
理
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
自
然
の
治
癒
力
に
ゆ

だ
ね
る
し
か
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
の

と
こ
ろ
現
実
的
な
選
択
肢
は
地
層
処
分
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
層
処
分
に
は
ふ
た
つ
の
視
点
が
あ
り

ま
す
。
従
来
は「
原
発
を
稼
働
さ
せ
る
た

め
に
」と
い
う
視
点
が
強
か
っ
た
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
社
会
的
な
危
機
管
理
や
環
境

の
問
題
、
国
土
利
用
の
課
題
と
し
て
捉
え

る
も
の
で
す
。
わ
た
し
は
、
こ
の
視
点
か

ら
も
地
層
処
分
は
進
め
ざ
る
を
え
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

多
く
の
人
は「
日
本
は
地
震
・
火
山
列

島
な
の
で
地
層
処
分
は
無
理
」と
言
い
ま

す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
、

「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
原
発
よ
り

危
険
」と
考
え
る
人
が
多
い
け
れ
ど
、
閉

鎖
後
の
地
層
処
分
場
で
最
悪
の
事
態
が
起

き
て
も
、
福
島
原
発
事
故
の
よ
う
に
大
気

を
通
し
て
放
射
性
物
質
を
大
量
に
ば
ら
ま

国
土
利
用
の
視
点
か
ら
も

地
層
処
分
を
進
め
る
べ
き
だ

北
上
山
地
や
南
鳥
島
な
ど
は

「
ト
リ
プ
ル
Ａ
」の
地
域
に
該
当

たかはし・まさき　1950 年、東京都生ま
れ。東京大学理学部地質鉱物学科卒業。東
大理系大学院博士課程修了（地質学専攻）。
理学博士。茨城大学理学部教授などを経て、
2001 年から日本大学文理学部地球システ
ム科学科教授。専門は火山地質学・岩石学。
現在、（一社）日本地質学会理事や日本原子力
研究開発機構地層処分研究開発評価委員会
委員、原子力発電環境整備機構（ＮＵＭＯ）
技術開発評価会議委員など。著書『島弧・マ
グマ・テクトニクス』（東大出版会）、『花崗岩
が語る地球の進化』（岩波書店）、『破局噴火』
（祥伝社新書）ほか。

「
暫
定
保
管
」は
先
送
り
に
す
ぎ
な
い

日
本
大
学
文
理
学
部
教
授
　
　
高
橋 

正
樹
さ
ん

「
現
実
的
な
選
択
肢
は
地
層
処
分
し
か
な
い
」─
─
火
山
学
者
か
ら
見
た〝
核
の
ゴ
ミ
〟処
分
問
題
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日本列島の火山フロント
（『中日新聞』の記事から）

で
も
原
発
を
造
っ
て
き
ま
し
た
。
地
震
が

多
く
不
安
定
な
日
本
海
側
に
、
原
発
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

地
殻
の
長
期
的
な
ひ
ず
み
速
度
で
い
え

ば
、
東
北
日
本
や
北
海
道
の
日
本
海
側
に

比
べ
、
太
平
洋
側
は
小
さ
く
て
断
層
が
で

き
に
く
く
安
定
し
て
い
ま
す
。
火
山
フ
ロ

ン
ト
に
は
火
山
が
密
集
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
海
側
に
火
山
は
で
き
ず
、
火
山
フ
ロ

ン
ト
は
過
去
２
０
０
万
年
間
以
上
ほ
と
ん

ど
動
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
点
を
考

え
る
と
、
火
山
フ
ロ
ン
ト
の
海
側
の
根
釧

海
岸
地
域
や
北
上
山
地
海
岸
地
域
は
、
少

な
く
と
も
今
後
１
０
０
万
年
間
以
上
に
わ

た
っ
て
火
山
は
で
き
ず
、
地
温
勾
配
も
低

く
、
冷
た
く
て
安
定
性
が
高
い
。

　

一
方
、
中
国
地
方
は
火
山
フ
ロ
ン
ト
が

不
明
瞭
で
、
将
来
予
測
が
難
し
い
。
ま
た
、

西
南
日
本
の
海
側
に
は
沈
み
込
ん
だ
プ

レ
ー
ト
か
ら
熱
水
が
上
が
っ
て
き
て
い
て
、

避
け
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

隆
起
速
度
に
関
し
て
は
、
東
北
日
本
の

日
本
海
側
や
中
部
日
本
で
は
速
く
、
太
平

洋
側
の
北
上
山
地
海
岸
地
域
や
北
海
道
東

部
は
小
さ
く
て
安
定
性
が
高
い
。
そ
う
し

た
こ
と
を
重
ね
て
み
る
と
、「
ト
リ
プ
ル

Ａ
」の
地
域
が
出
て
き
ま
す
。
北
上
山
地

海
岸
地
域
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

地
震
の
震
源
分
布
で
も
、
こ
れ
ら
の
地
域

は
地
震
が
少
な
く
壊
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
理
由
か
ら
、「
北
上
山
地
海
岸
地
域

な
ど
は
長
期
安
定
性
が
高
い
」と
言
っ
た

の
で
す
。

　

島
は
ど
う
か
。
日
本
海
東
縁
部
の
利

尻
・
礼
文
、
天
売
・
焼
尻
な
ど
は
不
安
定

性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
琉
球
列
島
は
結

構
安
定
性
が
高
い
。
伊
豆
諸
島
は
火
山
列

島
で
だ
め
で
す
が
、
小
笠
原
諸
島
は
よ
い
、

と
な
る
。

　

さ
ら
に
安
定
性
の
高
い
の
は
大
東
島
や

南
鳥
島
で
す
。
特
に
太
平
洋
上
の
南
鳥
島

は
、
住
民
は
お
ら
ず
、
完
全
に
死
滅
し
た

火
山
島
で
す
。
海
水
に（
放
射
性
物
質
が
）

漏
れ
る
か
ど
う
か
調
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
国

民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
列
島
は
変
動
帯

で
す
が
、
よ
く
調
べ
る
と
相
対
的
に
長
期

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
地
域
は
存
在
す
る
、

と
思
い
ま
す
。

　

最
終
処
分
の
問
題
は
、
感
情
論
で
は
解

決
し
ま
せ
ん
。
絶
対
安
全
も
絶
対
危
険
も

あ
り
え
ず
、
そ
の
間
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

ど
う
判
断
し
て
い
く
か
で
し
ょ
う
。
我
々

は
、
危
険
の
多
い
変
動
帯
に
住
ん
で
い
る

わ
け
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
郷
土

の
自
然
の
特
質
を
よ
く
知
り
、
国
土
利
用

の
可
能
性
を
冷
静
に
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。〝
核
の
ゴ
ミ
〟問
題
も
同
様
で
、
一

番
問
題
の
少
な
い
処
分
方
法
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
日
本
学
術
会
議
が
提
案
す
る
）暫
定
保
管

は
政
治
的
判
断
と
し
て
は
あ
り
得
る
け
れ

ど
、
根
本
的
な
解
決
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
原
子
力
委
員
会
に
対
し
て
）合
意
形
成
な

ど
社
会
科
学
的
に
提
案
し
て
い
る
こ
と
は

評
価
し
ま
す
が
、
地
層
処
分
の
本
質
が
あ

ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　

学
術
会
議
の
委
員
会
に
は
、
地
層
処
分

や
地
質
環
境
の
長
期
安
定
性
に
関
わ
る
専

門
家
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
暫
定
保
管

は
問
題
の
先
送
り
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
地

表
に
保
管
中
に
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
地
層

処
分
よ
り
も
危
険
性
が
大
き
い
の
で
す
。

巨
大
地
震
や
津
波
の
影
響
は
原
発
に
は
問
題
で

あ
っ
て
も
、
閉
鎖
後
の
地
層
処
分
場
に
は
直
接

関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
層
処
分
に
反
対
で

あ
っ
て
も
、
客
観
的
な
科
学
的
根
拠
に
基
づ
か

な
い
、「
な
に
が
な
ん
で
も
い
や
だ
」と
い
う
単

な
る
感
情
論
で
は
何
も
進
み
ま
せ
ん
。

（
根
釧
地
域
な
ど
の
住
民
や
自
治
体
の
動
き
に

つ
い
て
）わ
た
し
は「
そ
こ
に
処
分
場
を
造
れ
」

と
言
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
列
島
の
な
か

で
も
長
期
的
に
安
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
そ

う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
─
─
と
指
摘
し
た

か
っ
た
わ
け
で
す
。
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域

が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
を
よ
く
理
解
し
、
心
配
す

る
根
拠
を
き
ち
ん
と
科
学
的
・
客
観
的
に
説
明

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
反
対
運
動
を
し
て
ほ
し

い
。

　

地
球
上
で
発
生
し
た
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
問
題
は
、
残
念
な
が
ら
地
層
処
分
以
外
に

現
実
的
解
決
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
列
島

で
や
ら
な
く
て
も
、
地
球
上
の
ど
こ
か
で
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
脱
原
発
を
果
た
し
た
後
で
も
残
る
核
の
ゴ
ミ

を
将
来
ど
う
す
る
の
か
？
」を
原
発
問
題
と
は

切
り
離
し
て
独
自
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
地
層

処
分
と
地
上
保
管
の
ど
ち
ら
の
危
険
性
が
高
い

の
か
も
含
め
、
理
性
的
に
き
ち
ん
と
議
論
を
し

て
、
正
し
い
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
７
月
４
日
、
日
本
大
学
文
理
学
部
で
）

「
暫
定
保
管
」は
問
題
の
先
送
り

心
配
の
根
拠
示
し
て
反
対
せ
よ


